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この、ニュースは大急ぎで作成しております。 

 

われわれ被災者のために、あえて情報の不確かなことでも、掲載しております。 

混乱はあることは町地しておりますが、一刻も早く、遠隔の被災者にも情報を届けるためです。特に、

行政の皆さまにはご理解、ご容赦ください。われわれ被災者の情報源は、もっとも確かなことは町か

らの情報もありますが、マスコミの情報が頼りな面があります。 

このニュースの内容に関してのマスコミの取材には応じることはできません。、 

 

避難所生活は、長引くのではないかと懸念しております。 

われわれ島民は、3つの避難所で分散した生活を送らねばならないし、屋久島町や鹿児島市、他の

府県の、親類縁者のもとへ身を寄せられた方々も多いと存じます。 

バラバラに暮らさざるを得ない島民の情報交換のために、また一日も早く帰島を果たすために、この

ニュースをお送りします。 

島外に避難された方々にもこのニュースが届くことを願って、「口永良部島ポータルサイト」にも、この

ニュースを掲載します。 

 

ありがたいことに、屋久島町や鹿児島県は、素早い対応をしていただいております。朝、区長通じて
お願いしたことが、夕方には実現している例があります。 

 

避難所に入居していない皆さまへ重要な緊急情報   

屋久島町は、被災者避難所にかわる住居として、空き家や民宿の借り上げなどを考えて、「住宅に係

る意向調査調査書」が配られました。 

 

優先して、避難所入所者をまず調べますとのことで調査が始まりました。屋久島町や鹿児島市、大阪

市の縁者に身を寄せた被災者として対象にして貰わなければなりません。 

あなたが、対象者に入るのかどうかは、注意してください。屋久島町に問い合わせてください。 

 

屋久島町からの お知らせ 
 

屋久島町からの、お知らせなどがあれば、ここに掲載します。 
 

島外へ避難された皆さまへの連絡方法はどうしますか？   

島外に避難されると、屋久島町の支援情報が届きにくいことになります。それを防ぐために、情報を送りたいのです

が、良い方法はありませんか？ 

屋久島青年会議所の皆さんに、良い連絡方法がないのか、相談中です。 
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島外の皆さまからの申し出です   

 

◆熊本県宇土市の方から、 6月 1日 

ペットを預かっても良い・・・との申し出がありました。 

必要な方、ご連絡ください。 

 

 

◆大阪市 M様からの申し出 6月 1日 

我が家に不要になった簡易ベットが 1 台ございますので、 

良ければ避難所に提供させていただきたいと存じますがお送りしても構いませんでしょうか？ 

（かえってご迷惑なら、遠慮させていただきます。） 

 

◆ぺっとについての助言のメールです。6月 1日 

口永良部島 ポータルサイト様 

はじめまして。 

私は東京都豊島区に住む北＊＊子と申します。ただの一区民です。 

（屋久島町役場様にもメール・ＦＡＸさせて頂いたのですが、どちらにお送りすれば読んで頂けるかわからず、 

こちらにも送信させて頂く事をお許しください） 

 

今回は大変な事になり心が痛むばかりです。 

２０１１年３月１１日の東日本大震災の時に原発周辺地域が警戒区域となり、突然避難させられた方々は 

たくさんのペットを残さざるを得ませんでした。 

すぐに帰ることができると言われ、そのまま置いてきたのです。 

犬は鎖をつけられたまま…家猫は鍵をかけられて外に出る事ができず… 

私はほんの数回ですがレスキューのお手伝いと、？？？ 

知人には今でも給餌に東京から毎週行っている人がいます。 

本当に辛い日々でしたし、それは今でも続いています。 

人の事が最優先である事は重々承知しております。 

ですが特にペットとして飼われていた動物は 

その飼い主さまがとても心を痛めます。当時どれだけ泣き崩れた方を見てきたか… 

今でも後悔している方々がたくさんいます。 

逆にレスキューされて飼い主さまの所に戻れ、飼い主さまがどれだけ喜ばれたか… 

ペットを救う事はそこに住む方々の気持ちも救う事と同じ事だと痛感させられました。 

＝＝＝ 

今回、一緒に同行避難できた方もいらっしゃるようですが、殆どの方は置いてきていらっしゃると思います。 

近日中にペット保護を含めた一時帰島をされると言う事で今回メールさせて頂きました。 

その際、現在繋がれている犬は保護できやすいかと思います。 

ですが猫はかなり…とても難しい事になると思います。 

例え家の中にいて、飼い主さまが行かれたとしても、捕まえる事は困難を要すると思います。 

一時帰島は１日単位でしょうか？なんとなく、数時間だけの滞在なのかな…と想像しているのですが… 

せめて一泊でもできれば専用の捕獲器があれば、可能性は高くなるかと思います。 
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が、数時間滞在の場合… 

最初にすぐ設置して帰るまでに入ってくれれば…になりますよね… 

ちなみに、専用の捕獲器はございますでしょうか？ 

こんな時、キャリーバックに入ってくれる猫ちゃんはとても少ないと思うので 

捕獲器のご用意をぜひお願いできれば、と願っております。 

もし無いようであれば、貸出可能の保護団体さんや保健所があるかと思います。 

そして捕獲の方法なども保護団体さんはプロです。 

東日本大震災の時も政府が数回救出に入りましたが 

やはりなかなか捕獲できず、愛護団体さんがもの凄い動いて下さっていました。 

本当はそんな団体さんが一緒に同行して下されば鬼に金棒なのですが… 

さすがにそれは難しいかな…と自制しております。 

＝＝＝ 

そして捕獲できた場合です。 

口永良部島から犬猫連れてきた方、避難所で犬猫ダメでも受け入れて下さるところがあります。 

直接の知人では無いのですがフェイスブックで呼びかけていらっしゃいます。 

https://www.facebook.com/seiji.nakamoto.3?fref=photo 

（中＊＊二さんと言う方です） 

避難先で犬猫の声が問題になって、車の中で犬と生活をしていた男性が亡くなった事が東日本大震災の時にあり

ました。 

どうか、避難できたのにそんな不幸がありませんように善処いただけると幸いです。 

＝＝＝ 

保護できた後は、考える事もできますが、まず何より、一時帰島の際のペット捕獲について、 

どうかどうか、お考え頂きたくメールさせて頂きました。 

捕獲は、消防隊員さんは絶対無理ですし（経験有り） 

いえ、できて飼い主さま、一番可能性が高いのはＮＰＯなどの愛護保護団体さんです。 

おかしな団体さんもいるのでもし必要であれば、信頼でいる団体さんをお知らせする事くらいになりますが 

私にでもできるかと思います。 

当時の恐ろしさは、『震災 残された動物』で検索して頂ければ、どれだけの事があったのか少し見ていただくだけで

も把握できるかと思います・・・ 

こんな事が美しい屋久島に起きない事を祈っております。 

限界はあるかと思いますが、どうか…どうか諦めないで欲しいです。 

何もできずお願いしかできない私なので、本当に心苦しいのですが、知らなかったが為に…というのだけは避けたく、

失礼かと思いますがご連絡させて頂きました。 

長文になり申し訳ございません。どうかよろしくお願い致します。 

北＊＊子 

 

◆寄付の申し出がありました。5月 31日 

新岳の噴火の映像をテレビで拝見し、大変ショックを受けました。ただ大きな怪我をされた方がなく、島民

の皆様が無事に避難されたことを知り、ホッと胸をなで下ろしていると共に、これから避難先での新たな生

活を余儀なくされることを思うと、心が痛んでまいります。特にこの噴火に様子を撮影された中学二年生の

F神さんの、はにかんで取材を受けている様子を見ると、ちょうど同い年の息子を持つ小生としては、どう

か少しでも不自由な生活をされずに、その純真さを持ったまま成長していただきたいと思っています。 

https://www.facebook.com/seiji.nakamoto.3?fref=photo
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そうした中で、大変微力ではございますが、少しだけでも義援金を送らせていただきたいと存じますが、ど

のようにしたら良いでしょうか。是非ご教示いただければ幸いに存じます。 

まだ屋久島に行ったことのない中年おじさんより 

 

 

メールのご紹介 
 

◆ポータルサイトへのメール 

突然の便りをお許し下さい。私 20 年前、阪神淡路大震災の半年後、＊＊さん宅で家族共々お世話になった

Oです。 

あの頃の庭からの眺め、海、古岳、鹿、牛、釣り～どれだけ震災のストレスを癒やされたことか、昨日のご

とく思い出します。 

この度の全島民避難にあたり、皆様の御不安、不自由いかばかりと推察いたします。 

私達夫婦も年寄り組となりましたが、何かお手伝い出来ることありませんか？ 

＊＊さんご家族にも宜しくお伝え下さい。 

 

 

 

 

 


